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THINK LOCALLY, ACT GLOBALLY

身近な問題を考え、地球規模に行動する。

世界のこどもたちが横浜に集い、それぞれの
国や地域の特性、環境問題、暮らし、自然に
ついて意見交換し、地球と人々のために、自
分たちができる行動を起こす。



課題（１）

１．多くの人たちが会場に足を向けたくなる
ような楽しく、また学びの多いサミットでな
ければならない。

そのためには、単に「お客さん」として、
受け身の姿勢でサミットを見学するのではな
く、どのプログラムにも積極的に「参加」し
たくなる手立てが必要である。



課題（２）届けたメッセージを読んでもらう。

サミットで作るメッセージを世界に発信した
場合、誰でもが興味をもち、耳を傾けるため
には、特徴・話題性のあるものでなくてはな
らない。

単にメッセージを作るだけでは、毎日のよう
に世界各地で国際会議が行われている現状で
は、人々の関心を引き付けるのはむずかしい。



そのためには

１．メッセージプランよりも実際に行動を起
こすアクションプランをつくる。（特徴）

２．アクションプラン作りには、海外・企
業・大学・専門家・ＮＰＯ団体など、できる
だけ多くの人たちを巻き込む。（話題性）

３．十分な事前の学習期間をこどもたちに与
える。（アクションプランの質の向上）



海外から参加：世界40カ

国から集まった子どもた
ち

オンライン国際交流学習

意見交換とアクションプ
ラン完成

一般参加者との国際交流

一般参加：横浜在住の外
国籍の子どもたちと日本

全国の日本人

異文化理解

ワークショップによる国
際交流

世界こどもサミットIN 横浜2009



海外と日本の子どもたちによる
オンライン国際協働学習[2009年2月~5月]

ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ

海外10カ国と日本の高校・大学

交流学習・アクションプラン作
成のサポート

海外５カ国と日本の小
学生・中学生による
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オンライン国際協働学習の特徴

 世界を一つの教室と見立て、その中で６つのグループを作
り、それぞれのトピックに沿って、各自のアクションプラ
ンをつくる。

 各グループには、ホスト国である日本が入る。そのサポー
トは日本の高校・大学生が行う。

 グループ活動は、各自（国）が助け合い、協力しあうこと
が大切である。

 交流は、各地域（国）の課題発見、グループ校への質問・
回答、アクションプランの作成と一定期間の学習のスケジ
ュールを守って行われる。

 オンライン国際協働学習交ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰと呼ばれる海外の高校
生・大学生が主にサポートして進められる。



オンライン国際協働学習におけるﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ（
海外の高校生、大学生）の役割

 高い英語力と経験で、多くの国が参加する国際協働学習の
サポート役として活動する。

 国同士の交流がスムーズに行われるように励ます。

 各国のアクションプラン作成つくりを助ける

 若者が若者を教えることで、学習者の緊張をほぐし、独自
のアクションプランが生まれる

 高校生・大学生がﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰとして参加すると、該当する年
齢の幅が広くなり、世界中の小学校から大学までが、こど
もサミットに興味をもつようになる。その結果、アクショ
ンプラン作りに、より話題性が生まれ、影響力が強くなる



オンライン国際協働学習の流れ

参加校募集(１月）

トピック選択(１月）

グループ分け(6グループ）

[2月]

地域の課題発見(3月）

交流校への質問(4月）

アクションプラン作成

(5月）

[200年3月~5月]

こどもサミット当日(8月）

各国・各学校による発表

意見交換・国際交流

アクションプラン完成

海外10校・日本10校

の高校生・大学生によ
る交流・学習のサポー

ト・アドバイス

海外10校・日本10校

の高校生・大学生によ
る交流・学習のサポー

ト・アドバイス

日本在住の企業・ＮＰ
Ｏ団体・専門家による

アドバイス

トピック
１． 環境問題
２．災害、平和
３．病気、医療
４．教育、貧困
５． 文化交流



５つのトピックの背景

ドネラ・メドウズは言いました。

貧しい人々がしあわせになるためには、金持ちになる必要はない。

5つのことが満たされればいい、と。

１つめは、きれいな空気と土と水

２つめは、災害や戦争のためにふるさとを離れなくてすむこと

３つめは、予防をふくむ基礎的な医療をうけられること

４つめは、基礎的な教育がうけられること

そして５つめは、伝統文化に誇りをもち、それらを楽しむことができること。

この５つがあるところでは、

その真ん中に子どもたちの笑い声があふれているはずです。

もちろん、大人たちの笑顔も。

（世界がもし１００人の村だったら・子ども編、池田佳代子著より抜粋）



サミット当日

日程：８月１０、１１、１２日

会場： 神奈川県民ホール・大さん橋ホール

参加：約２０００名

横浜在住の外国籍のこどもたち

日本全国からの小・中・高校の子どもたち

海外４０カ国からのこどもたち

成人



子どもサミットの概要

 一般参加者と子どもサミット参加者は、３日間の
プログラムは、共有する部分と別行動の部分が必
要である。

 子どもサミット参加者はアクションプラン作り。

 一般参加者は、「夏休みの宿題を作ろう！３日間
の国際交流の体験と学び」として募集をする。で
きるだけ親子で３日間参加してもらえる工夫をす
る。（パスポートのすべてのページに参加証明の
シールをはるなど。）

 次回へつなげるために子どもサミット後の「報告
会」を最初から予告しておく。



８月８日（土）、９日（日）

海外からの招待者来日

オリエンテーション

リハーサル

ウエルカムパーティ



８月１０日（月）“ともだちになろう”

８月１０日(月）

午前：開会式

午後：ﾜｰｸｼｮｯﾌ

ﾟ

一般参加者

入口で３日間参
加のパスポート

をもらう。

子どもサミット
参加者

交流ノートをも
らう

一般参加者：横浜在住の外国籍の子どもたち、国内の幼児から大人までの日本人

午前： 開会式参列

午後： ワークショップ参加・パスポートにスタンプをもらう

海外からのこどもたちによる“お国紹介”プレゼンテーション参加

よかったと思うワークショップ・お国紹介を選び、投票する。 感想メッセージ作成
こどもサミット参加者：

午前： 開会式参列

午後： ワークショップ参加

お国紹介プレゼンテーションの発表



８月１１日（火）
“ぼくたちの力で、世界を変えよう！”

８月１１日（火）

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ（午前１１時~午後３時）

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟは１
回２０分~３０

分程度。

２~３回はどこ

かに参加する

午前中は一般
参加者と交流。

午後は、別室
でサミット会

議

一般参加者： 午前１１時～午後３時までのワークショップに参加

よかったと思うワークショップを選び、投票する。

感想メッセージ作成

子どもサミット参加者：

午前： ワークショップに参加、一般参加者と交流

午後： アクションプラン発表

意見交換

アクションプラン完成、（実施計画・スケジュール作成）

夜： Gala Dinner（スポンサー企業と子どもサミット参加者との交流と感謝の会）



８月１２日（水）
“世界へ向けて実践計画を発信！”

午前：全体会議

午後：閉会式

一般参加者からの
感想文から、後日、
優秀作文を選び、
次回の子どもサ

ミット参加の特典、
または、賞品を用

意する

子どもサミット参
加者には、閉会式
で修了証が授与さ

れる

一般参加者：

午前： 子どもサミット参加者からのアクションプランの発表を聞く。

いいと思ったアクションプランに投票

午後： 閉会式参列

３日間の体験の感想文を書く

子どもサミット参加者：

午前： アクションプランの発表

午後： 閉会式参列

夜： 別れと感謝の会



世界こどもサミットIN横浜報告会（予定）

９月または、１０月に報告会実施

プログラム

一般参加者を招待。

一般参加者からの優秀作文を表彰

海外参加者からのアクションプラン実施報告

次回の世界こどもサミットの予告


